
尊厳死の受客医師様

当協会会員である医師様

尊厳死に深いご理解のある皆様

終末期医療の法制化研究会(第3回シンクタンクの会)
ご出席の御案内

拝啓すっかり秋めいてまいりました。皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し

上げます。日頃は日本尊厳死協会東海支部の活動にご理解を賜り、感謝いたしております。

昨年9月以降、尊厳死の法制化が国会で具体的に動き始め、現在超党派で描成されてい

る尊厳死法制化を考える議員連盟(増子輝彦会長、 132議員)が、「終末期の医療における

患者の意思の尊重に関する法律案」として 2 つの案を準備しています。 1案は、「延命措置

の差し控え」のみ、 2 案は「中止」も入れた法案となっています。そして、この臨時国厶に 2

つの案を上程する勢いです。

東海支部では平成 22年5月、尊厳死の法制化には尊厳死にっいて専門家の議論がもっ

と必要、の思いから終末期医療の法制化研究会」(支部ではシンクタンクの会」とも呼

んでいます)を立ち上げ、今回、下記の要領で 3 回目を企画しました。

今回は愛知県医師会様と共催、日本医師会生涯教育認定講座にもなっています。

呼びかけの対象にさせていただいている方々は、東海支部管内の尊厳死の丸容医師ム

員医師、懇話会の講師の先生、これまでに参加された医師の方々、愛知県医師△厶員の先

生方加えて昨年と同様、弁護士、国会議員、学者、識者の皆さんです。

本年の議論の対象は、議員連盟が法制化に向け提出しております2つの法案の違いであ

る、「延命措置の差し控え」と「中止」は違うのか、不治かっ末期との関係はどぅか、牛々の

徹底したご議論をお願いし、問題点を深めていきたいと思っています。

内容は別紙ご案内のとおりです。準備の都合上、 11月3日までに当支部宛(FAX0認一

486-7389)出欠のご返事をいただきたく、お願いいたします。尚、参加費用は懇親厶を

含め無料です。

第 3 回シンクタンクの会の趣旨をご理解いただき、是非ご参加いただきますようお願い

申し上げます。

〒453-0給2 名古屋市中村区乾出町 2 -フ

正和ビル2 階(なかむら公園前法律事務所)

一般社団法人日本尊厳死協会東海支部

支部長青木仁子

電話 052-4幻・650I FAX052-486-7389

平成 24年10 阿吉日
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1,日時
平成2

2,場所

愛知県医師会共催、

4年11月25日旧)

3,当日のスケジュール

(1)挨拶(開催の趣旨説明も合わせ)

( 2 )
( 3 )

案内
日本医師会生涯教育認定講座

研究会午後1時30分~午後4時30分

( 4 )

( 5 )

4,延命措置としての栄養補給、水分補給をどぅ考えるか

懇親会(無料)
時間:午後5時~フ

場所:中日パレス(中日ビル 5 階)
住所:名古屋市中区栄4丁目1-1
(県医師会館から徒歩3分以内)

TEL 052-261-8851

「終末期医療の法制化研究会」に

1.参加します

懇棄見会に
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